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議
員

平
成
十
九
年
二
月
二

日
に
市
内
有
数
の
大
手
企
業

で
あ
る
日
産
車
体
㈱
か
ら
湘

南
工
場
の
第
一
地
区
を
閉
鎖

し
、
そ
の
機
能
を
日
産
自
動

車
㈱
九
州
工
場
内
に
移
転
す

る
こ
と
が
公
表
さ
れ
、
各
方

面
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

一
部
閉
鎖
に
至
っ
た
理
由
や

原
因
を
市
は
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

に
基
づ
く
企
業
戦
略
が
求
め

ら
れ
る
今
日
、
日
産
車
体
㈱

の
工
場
の
一
部
閉
鎖
・
移
転

は
、
企
業
の
競
争
原
理
か
ら

日
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
判
断

し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

日
産
車
体
㈱
の
工
場

の
一
部
閉
鎖
に
伴
う
本
市
へ

の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
考
え
ら
れ
る
か
。

市
長

本
社
機
能
は
本
市
に

残
り
、
第
二
地
区
か
ら
第
四

地
区
ま
で
の
操
業
は
続
け
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
地

区
の
閉
鎖
は
、
市
の
税
収
や

財
政
へ
の
影
響
、
日
産
車
体

㈱
関
連
の
中
小
企
業
の
経
営

等
へ
の
影
響
が
あ
り
、
本
市

経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
移
転

後
の
跡
地
の
利
用
形
態
に
よ

っ
て
そ
の
影
響
は
変
わ
る
も

の
と
考
え
る
。

議
員

第
一
地
区
閉
鎖
の
公

表
を
受
け
、
市
は
二
月
六
日

に
市
長
を
本
部
長
と
す
る
対

策
会
議
を
設
置
し
た
が
、
こ

の
会
議
で
の
検
討
内
容
を
聞

き
た
い
。

市
長

平
成
十
九
年
二
月
八

日
の
対
策
会
議
で
、
庁
内
窓

口
一
元
化
の
た
め
の
担
当
課

長
の
配
置
、
移
転
す
る
第
一

地
区
の
土
地
利
用
研
究
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
設
置
、
県
・
平
塚
商
工
会

議
所
等
の
関
係
機
関
と
の
連

絡
会
議
の
設
置
を
決
定
し
、

市
経
済
へ
の
影
響
等
の
調
査
・

分
析
を
開
始
し
た
。
以
後
、

三
月
一
日
ま
で
に
二
回
の
会

議
を
開
催
し
た
。

議
員

閉
鎖
さ
れ
る
第
一
地

区
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
考
え
な
の
か
。

市
長

こ
の
地
域
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
重
要

な
エ
リ
ア
で
あ
る
と
考
え
る
。

跡
地
利
用
に
対
す
る
市
と
し

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま

と
め
て
い
く
た
め
、
土
地
利

用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
た
。

議
員

企
業
の
撤
退
を
未
然

に
防
止
し
な
け
れ
ば
、
本
市

経
済
の
活
性
化
は
図
れ
な
い

と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
で
施
策
を
実
施
し

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

工
業
活
性
化
の
た
め

に
は
、
企
業
誘
致
や
既
存
企

業
の
事
業
の
継
続
・
拡
大
、

さ
ら
に
雇
用
創
出
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
活
性
化
促

進
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

市
内
の
工
業
活
性
化

と
雇
用
機
会
の
促
進
を
図
る

た
め
、
本
市
は
十
七
年
度
か

ら
工
業
活
性
化
促
進
事
業
を

実
施
し
、
企
業
に
助
成
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
効
果
を

聞
き
た
い
。

市
長
・
経
済
部
長

こ
れ
ま

で
の
申
請
件
数
は
九
社
（
既

存
企
業
七
社
、
企
業
誘
致
二

社
）
で
、
設
備
投
資
額
約
二

六
〇
億
円
、
土
地
取
得
面
積

六
万
五
〇
〇
〇
平
方
㍍
で
あ
る
。

企
業
流
出
の
防
止
に
一
定
の

効
果
が
あ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

議
員

企
業
誘
致
の
助
成
に

お
い
て
「
撤
退
の
禁
止
」
に

関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

企
業
が
多
額
な
投
資

を
行
う
の
は
本
市
で
事
業
活

動
を
継
続
・
拡
大
し
、
生
産

の
拠
点
と
す
る
た
め
で
あ
り
、

早
期
に
撤
退
す
る
こ
と
は
想

定
し
て
い
な
い
。
現
制
度
で

は
、
市
外
へ
の
撤
退
や
助
成

金
の
返
還
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
今
後
、

研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

議
員

相
模
川
流
域
下
水
道

事
業
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎
市

側
の
左
岸
処
理
場
で
は
自
然

環
境
保
全
の
た
め
、
松
林
を

保
護
す
る
決
定
が
行
わ
れ
、

処
理
施
設
が
縮
小
さ
れ
る
計

画
が
あ
る
。
平
塚
市
側
の
右

岸
処
理
場
の
環
境
対
策
は
遅

れ
て
い
る
と
認
識
す
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

左
岸
処
理
場

側
は
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
周

辺
環
境
対
策
が
進
ん
で
い
る

の
に
対
し
、
右
岸
処
理
場
側

は
整
備
が
遅
れ
、
環
境
対
策

も
十
分
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
流
域
下
水
道
の
処

理
場
の
周
辺
環
境
対
策
に
つ

い
て
は
、
右
岸
・
左
岸
と
も

同
等
に
扱
う
よ
う
県
に
求
め

て
い
る
。

議
員

処
理
水
を
排
水
す
る

鹿
見
堂
排
水
路
の
臭
気
や
ハ

エ
等
の
大
量
発
生
の
対
策
と

し
て
、
地
元
で
は
排
水
路
の

蓋
掛
け
を
要
望
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の

か
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

こ
の
蓋
掛
け

事
業
は
県
の
整
備
事
業
で
あ

り
、
す
で
に
地
元
説
明
会
を

開
催
し
た
。
現
在
は
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
二
十
年
度
か

ら
着
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

神
奈
川
県
相
模
川
流

域
下
水
道
の
右
岸
処
理
場（
四

之
宮
管
理
セ
ン
タ
ー
）
か
ら

の
排
水
が
鹿
見
堂
排
水
路
を

経
由
し
て
相
模
川
に
流
入
し

て
い
る
。
処
理
場
周
辺
の
水

質
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

環
境
保
全
課
長

本
市
が
実

施
し
た
水
質
分
析
で
は
排
水

基
準
（
事
業
所
か
ら
直
接
排

水
で
き
る
法
的
基
準
値
）
に

適
合
し
て
い
る
。
ま
た
、
相

模
川
は
寒
川
取
水
堰
を
境
に

上
流
域
と
下
流
域
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
環
境
基
準
（
河
川

等
の
環
境
に
望
ま
し
い
基
準
）

が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
四

之
宮
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

排
水
が
流
入
す
る
下
流
域
の

水
質
は
環
境
基
準
を
満
た
し

て
い
る
。

議
員

平
成
十
八
年
十
月
に

ご
み
処
理
広
域
化
の
基
本
協

定
か
ら
二
宮
町
が
脱
退
し
た

後
、
平
塚
市
と
大
磯
町
で
ご

み
処
理
広
域
化
計
画
の
検
討

作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

助
役

二
宮
町
の
脱
退
後
も
、

ご
み
処
理
施
設
の
配
置
計
画

等
に
つ
い
て
引
き
続
き
大
磯

町
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

二
宮
町
の
分
担
と
な
っ
て
い

た
施
設
の
再
配
分
な
ど
を
慎

重
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員

市
民
生
活
と
密
着
し

て
い
る
ご
み
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
一
時
の
停
滞
も
許
さ

れ
な
い
。
平
成
十
九
年
一
月

二
十
四
日
に
平
塚
市
と
大
神

自
治
連
合
会
お
よ
び
大
神
地

区
環
境
改
善
対
策
委
員
会
は
、

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
関
し
て
合
意
書
に
調

印
し
た
。
市
は
大
神
地
区
の

住
民
の
合
意
を
重
く
受
け
止

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

助
役

次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
大
神
自

治
連
合
会
等
の
尽
力
と
地
域

住
民
の
理
解
に
よ
っ
て
整
備

が
可
能
と
な
っ
た
。
市
と
地

元
等
が
築
き
上
げ
た
信
頼
関

係
が
さ
ら
に
強
固
と
な
る
よ

う
行
政
と
し
て
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

議
員

郊
外
の
大
型
店
舗
の

増
加
と
は
反
対
に
駅
前
商
店

街
が
寂
れ
た
た
め
、
街
の
中

心
部
の
空
洞
化
防
止
と
街
づ

く
り
の
支
援
を
目
的
に
、
平

成
十
八
年
八
月
に
改
正
中
心

市
街
地
活
性
化
法
が
施
行
さ

れ
た
。
全
国
各
地
で
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
商
店
街
に
対
す

る
本
市
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

商
店
街
は
、
身

近
な
買
物
場
所
で
あ
る
と
と

も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場

所
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
・
交
流
の
場
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し

て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
と
考
え
る
。

議
員

近
年
本
市
で
も
、
商

店
街
の
主
た
る
構
成
組
織
で

あ
る
商
店
会
に
加
入
し
な
い

事
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
条
例
を
制
定
す
る
考
え

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

商
店
街
の
活
性

化
に
は
、
商
店
街
組
織
が
創

意
工
夫
し
て
商
店
会
へ
の
加

入
促
進
を
図
る
努
力
が
大
切

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
他

市
の
条
例
等
の
成
果
や
問
題

点
等
の
情
報
を
収
集
し
て
お

り
、
加
入
促
進
に
特
化
す
る

か
、
幅
広
く
産
業
の
振
興
を

目
的
と
す
る
か
な
ど
、
そ
の

内
容
や
条
例
化
の
是
非
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員

中
心
商
店
街
の
今
後

の
活
性
化
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

商
業
観
光
課
長

中
心
市
街

地
活
性
化
法
の
改
正
に
よ
り
、

民
間
活
力
を
導
入
す
る
た
め

に
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が

必
須
条
件
と
な
っ
た
。
こ
の

協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
で

本
市
の
活
性
化
の
方
向
性
が

見
え
て
く
る
と
考
え
る
。

企
業
撤
退
の
未
然
防
止

今
後
の
施
策
は

処
理
場
周
辺
の
水
質

基
準
値
に
適
合

議
員

平
塚
競
輪
は
、
こ
れ

ま
で
本
市
の
財
政
に
大
き
く

貢
献
し
、
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
が
約
五
〇
億
円
と
な
る

年
度
も
あ
っ
た
が
、
近
年
で

は
、
そ
の
一
割
の
五
億
円
程

度
に
ま
で
減
少
し
た
年
度
も

あ
る
。
本
市
の
車
券
売
上
の

状
況
を
聞
き
た
い
。

公
営
事
業
所
長

近
年
、
平

塚
競
輪
場
で
開
催
さ
れ
る
レ

ー
ス
は
、
本
場
で
の
車
券
売

上
が
大
幅
に
低
下
し
、
場
外

車
券
発
売
収
入
の
増
加
で
売

上
額
の
一
部
を
補
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

議
員

今
後
、
さ
ら
に
車
券

発
売
収
入
が
減
少
し
、
競
輪

事
業
会
計
が
赤
字
と
な
っ
た

場
合
は
、
競
輪
事
業
か
ら
撤

退
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

過
去
に
、
単
年
度
で

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が

で
き
な
い
状
況
に
な
れ
ば
、

市
民
等
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
た
め
事
業
を
廃
止
す
る
と

答
弁
し
た
。
現
在
は
、
数
年

間
続
け
て
赤
字
と
な
れ
ば
廃

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
人
件
費
の
削
減
等
を
含

め
経
営
努
力
し
て
い
る
。

議
員

十
九
年
度
、
平
塚
競

輪
場
で
は
グ
レ
ー
ド
の
高
い

特
別
競
輪
が
開
催
さ
れ
な
い

た
め
収
益
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
。
今
後
の
特
別
競
輪
の

開
催
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
。

助
役
・
公
営
事
業
所
長

グ

レ
ー
ド
の
高
い
特
別
競
輪
は

全
国
の
多
く
の
競
輪
場
で
場

外
車
券
の
発
売
が
行
わ
れ
る

た
め
、
開
催
す
る
競
輪
場
の

車
券
発
売
収
入
に
大
き
く
影

響
す
る
。
そ
の
特
別
競
輪
の

中
で
最
も
グ
レ
ー
ド
の
高
い

「
ケ
イ
リ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
二
十
年
度
に
誘
致
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の

他
の
競
輪
の
う
ち
で
収
益
の

多
い
記
念
競
輪
は
、
ケ
イ
リ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ
と
同
年
度
内

で
も
開
催
が
可
能
な
た
め
、

誘
致
に
向
け
て
引
き
続
き
努

力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ケ
イ
リ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

２０
年
度
に
開
催
決
定

日日
産産
車車
体体
��
のの
第第
一一
地地
区区
閉閉
鎖鎖
へへ

本本
市市
経経
済済
等等
へへ
のの
影影
響響
尋尋
ねね
るる

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪のののののののののののののののののののののの収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益益がががががががががががががががががががががが低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低低下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
近年の繰出金

最盛期に比べ大幅減

（�）平成��年（２００７年）�月��日ひらつか議会だより

相
模
川
右
岸
の
環
境
対
策

早
期
に
蓋
掛
け
が
望
ま
れ
る
鹿
見
堂
排
水
路

公共下水道

現在の鹿見堂排水路

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店店街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街のののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
商商店店会会へへのの加加入入促促進進ななどど
市の考えと方策問う

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
整
備

大
神
地
区
の
理
解
を
得
て
現
在
地
に

第 ��� 号


	155-1
	155-2
	155-3
	155-5
	155-6
	155-7
	155-8



